

















A Mathematical Analysis of Monitoring Cost 
 
















































































































・  peo ：成果（ pは生産性を表すパラメータ） 
・ f ：固定給（成果にかかわらず支払われる給与） 
・ s：成果のうちのエージェントの取り分（シェア） 
・ sof  ：インセンティブ・システム 










・ pe：成果の期待値（ pは生産性を表すパラメータ） 
・  ex ：エージェントの努力水準に関するシグナルの値 




・ txf  ：インセンティブ・システム 

























りやすいだろう。 i は平均0分散 2i の正規分布に従う互いに独立な確率変数とする。 
・ )},({ iii ext  ：シグナルに応じて支払われる給与(3) 





れに基づいたインセンティブを多く与えるということになる。 )},({ iii ext  は平
均 )( eti 、分散 )( 22 iit  の正規分布に従う確率変数となる。 
・ f ：固定給 
エージェントは、シグナルに基づいたインセンティブのほかに固定給 f を得る。 












































































































































・e：エージェントの努力水準   
・  eex ),( ：エージェントの努力水準に関するシグナル  
３節では複数のシグナルを考慮したが、ここでは単一のシグナルを考える。シグナ
ルの具体的な意味は、３節と同様である。 は平均1分散 2 の正規分布に従う確率
変数とする。 
３節では、成果を   eex ),( という和の形にして、平均－分散アプローチを用










・ ),( etx ：シグナルに応じて支払われる給与 






ンセンティブを多く与えるということになる。 ),( etx は、平均te、分散 222 et の
正規分布に従う確率変数となる。 
・ f ：固定給 
エージェントは、シグナルに基づいたインセンティブのほかに固定給 f を得る。 
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